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「
急
な
腰
痛
」と
い
う
通
報

　

平
成
27
年
9
月
某
日
、下
関
市
中
心
部
の
市
道

道
路
脇
で
、40
代
男
性
が
腰
痛
を
訴
え
て
い
た
。

　

12
時
58
分
、通
行
人
か
ら「
40
代
く
ら
い
の
男
性
、

急
に
車
か
ら
下
り
て
き
て
腰
を
痛
が
っ
て
い
ま
す
」

と
1
1
9
番
通
報
が
入
っ
た
。

出
動
途
上
の
考
察

　

通
報
内
容
か
ら
、急
性
腰
痛
症
か
尿
管
結
石
の
疑

い
を
考
慮
。た
だ
、「
急
に
車
か
ら
下
り
て
き
て
腰

痛
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
気
に
な
り
、激
し
い
腰
痛

を
伴
う
大
動
脈
解
離
等
の
致
死
的
疾
患
が
一
瞬
頭

を
よ
ぎ
る
も
、前
述
の
程
度
だ
ろ
う
と
楽
観
視
し
て

い
た
。

現
場
到
着

　

13
時
10
分
、市
道
の
道
路
脇
に
2
台
の
停
車
車
両

を
確
認
。交
通
事
故
か
？ 

と
も
思
え
る
よ
う
な
不

自
然
な
停
車
状
況
だ
っ
た
。停
車
車
両
の
前
に
回
り

込
み
状
況
を
確
認
す
る
と
、車
両
前
方
の
道
路
脇
に

40
代
の
男
性
が
背
中
を
地
面
に
擦
り
付
け
る
よ
う

に
し
て
、の
た
う
ち
ま
わ
っ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。傷

病
者
の
顔
貌
は
苦
悶
様
で
顔
面
蒼
白
、接
触
し
呼
び

か
け
と
同
時
に
橈と
う

骨こ
つ（
手
首
2
本
の
骨
の
太
い
方
）

を
触
る
と
冷
汗
湿
潤
著
明
で
、橈
骨
動
脈
は
微
弱
で

除
脈
。傷
病
者
に
問
診
す
る
と「
車
運
転
中
に
腰
が

痛
く
な
っ
た
た
め
下
車
し
た
と
こ
ろ
立
て
な
く
な
る

ほ
ど
激
し
い
腰
の
痛
み
が
出
て
き
た
」と
の
こ
と
。

接
触
時
の
考
察

　

除
脈
で
シ
ョ
ッ
ク
状
態
の
た
め
急
性
冠
症
候
群
等

の
心
疾
患
を
第
一
に
疑
い
、車
内
収
容
を
優
先
し
て

心
電
図
モ
ニ
タ
ー
を
開
始
。

車
内
収
容
し
て
の
活
動

　

13
時
11
分
、傷
病
者
を
救
急
車
内
に
収
容
。隊
員

に
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
測
定
及
び
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
を

指
示
。

《
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
》

意
識
レ
ベ
ル
：
J
C
S
１
、顔
貌
：
蒼
白
、表
情
：

苦
悶
様
、呼
吸
～
浅
く
24
回
/
分

（
収
縮
期
）血
圧
：
7
0
m
m
h
g（
触
診
法
）、心

拍
数
：
34
回
/
分（
脈
拍
同
期
）

S
P
O
2
：
9
1
%
、体
温
：
3
6
.
0
℃
、心
電

図（
図
１
）：
除
脈

問
診
：
激
し
い
腰
痛
を
訴
え
る
も
、痛
み
の
せ
い
か

会
話
は
接
触
時
に
比
較
し
て
も
困
難
と
な
る
。痛
み

の
部
位
の
移
動
等
な
し
。同
じ
場
所
が
激
し
く
痛
い

と
声
う
つ
ろ
に
繰
り
返
す
の
み
。胸
痛
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？  

と
の
問
い
に
も「
な
い
」と
答
え
る
。

処
置
：
S
p
O
2
が
低
い
た
め
毎
分
５
リ
ッ
ト
ル
で

酸
素
投
与
開
始
。継
続
観
察
実
施
。

車
内
収
容
時
の
考
察

　

観
察
結
果
か
ら
心
疾
患
を
強
く
疑
う
が
、問
診
内

容
か
ら
心
疾
患
以
外
の
シ
ョッ
ク
も
考
え
ら
れ
る
た
め

た
。

　

搬
送
中
の
車
内
で
末
梢
静
脈
路
確
保
の
た
め
穿

刺
を
行
っ
た
が
、急
停
車
等
に
伴
う
針
刺
し
事
故
も

十
分
考
え
ら
れ
る
。

原
点
に
返
る

　

救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、シ
ョッ

ク
傷
病
者
に
対
す
る
心
停
止
前
の
輸
液
、低
血
糖
傷

病
者
に
対
す
る
ブ
ド
ウ
糖
投
与
が
可
能
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、現
場
で
は
ど
う
し
て
も
拡
大
行
為
を
意

識
し
て
、「
低
血
糖
」「
シ
ョッ
ク
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

を
聞
く
と
特
定
行
為
実
施
を
前
提
で
行
動
し
て
し

ま
い
が
ち
だ
が
、原
点
に
返
っ
て
傷
病
者
を
し
っ
か
り

と
観
察
し
て
、そ
の
結
果
を
客
観
的
に
評
価
し
、医

療
機
関
に
報
告
し
オ
ン
ラ
イ
ン
M
C
を
受
け
る
こ
と

が
傷
病
者
の
救
命
に
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
た
。

　

今
後
は
隊
員
間
で
情
報
共
有
を
図
り
、救
急
現

場
で
あ
ら
ゆ
る
病
態
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
を
繰
り
返
し
行
い
、隊
と
し
て
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
M
C
で
指
示
を
受
け
る
こ
と
を
決
定
。

医
師
に
指
示
を
要
請

　

13
時
14
分
、傷
病
者
本
人
に
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン

セ
ン
ト（
I
C
）実
施
。

　

13
時
15
分
、三
次
医
療
機
関（
搬
送
時
間
10
分
）

に
指
示
要
請
～
担
当
医
不
在
の
た
め
受
入
不
能

　

13
時
16
分
、直
近
二
次
医
療
機
関（
搬
送
時
間
6

分
）に
指
示
要
請
。上
記
観
察
結
果
報
告
。心
停
止
前

の
輸
液
に
つ
い
て
相
談
す
る
と
、「心
疾
患
も
否
定
で

き
な
い
が
シ
ョッ
ク
が
著
明
な
の
と
激
し
い
腰
痛
も
あ

る
の
で
心
停
止
前
の
輸
液
実
施
。な
お
滴
下
速
度
は

全
開
で
行
う
こ
と
。さ
ら
に
末
梢
静
脈
路
確
保
に
時

間
を
か
け
ず
早
期
に
搬
送
す
る
こ
と
」と
指
示
あ
り
。

特
定
行
為
実
施
へ

　

13
時
19
分
、指
示
取
得
後
、直
ち
に
現
場
発
車
し

て
搬
送
開
始
。搬
送
開
始
と
同
時
に
点
滴
ル
ー
ト
作

成
を
開
始
。

　

13
時
21
分
、搬
送
中
の
車
内（
県
道
ト
ン
ネ
ル
内
）

で
、右
肘
正
中
皮
静
脈
に
2
0
G
で
穿
刺
、全
開
で

滴
下
開
始
、滴
下
良
好
。

　

13
時
23
分
、点
滴
開
始
2
分
後
、継
続
観
察
実
施

す
る
も
傷
病
者
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
に
特
異
な
変
化

等
な
し
。

病
院
到
着
～
引
き
継
ぎ

　

13
時
25
分
、病
院
到
着
し
引
継
ぎ
実
施
。観
察
結

果
及
び
処
置
内
容
を
医
師
に
報
告
。

診
断
名
：
急
性
大
動
脈
解
離
（S

tanfordA

型
）

予
後
：
手
術
後
、
左
不
全
麻
痺
が
残
る
も
予
後
良
好

診
断
名
・
予
後

考
察

　

典
型
的
な
循
環
血
液
量
減
少
性
シ
ョ
ッ
ク
の
症
状

（
血
圧
低
下
、頻
脈
）を
呈
し
て
い
な
い
症
例
を
経
験

し
た
。

　

心
停
止
前
の
輸
液
に
つ
い
て
判
断
が
困
難
な
状
況

で
あ
っ
た
が
、現
場
の
状
況
、観
察
結
果
、問
診
内
容

を
オ
ン
ラ
イ
ン
M
C
で
報
告
相
談
し
、指
示
を
受
け

　

平
成
26
年
４
月
１
日
に
救
急
救
命
士
法
施
行
規
則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、「
救
急
救
命
士
の

心
肺
機
能
停
止
前
の
重
度
傷
病
者
に
対
す
る
静
脈
路
確
保
お
よ
び
輸
液
、血
糖
測
定
並
び
に

低
血
糖
発
作
症
例
へ
の
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
の
投
与
の
実
施（
以
下
処
置
拡
大
）」が
可
能
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
救
急
活
動
は
、そ
の
法
改
正
後
の
活
動
で
あ
っ
た
。

シ
ョ
ッ
ク
傷
病
者
に
対
す
る
心
停
止
前
の
輸
液

救
急
活
動
報
告

第 

1 

回

時間 動態 観察結果等
12:58 入電 40代男性腰の痛みで動けない
13:10 接触 道路脇に仰臥位でショック状態（冷汗湿潤

あり）
13:11 初期観察

車内収容時
JCS1、顔面蒼白、苦悶様、呼吸24回/分、
脈拍34回/分、血圧70mmhg、SPO291%
明らかなST変化なし（心房細動）、瞳孔不同
等なし

13:15 指示要請１ 三次病院に指示要請～担当医不在のため
対応不能

13:16 指示要請２ 直近二次病院に指示要請、心停止前の輸
液について相談

13:17 指示取得 搬送中の車内で輸液実施。
13:19 現場発車 搬送中の容態変化なし
13:21 末梢静脈路

確保
機関員に、減速を指示し、右肘正中皮静脈
に20Gで穿刺。滴下良好、全速滴下開始。

13:25 病院到着
13:27 病院収容 診断名～大動脈解離

オ
ン
ラ
イ
ン
Ｍ
Ｃ
：
救
急
患
者
を
現
場
か
ら
医
療
機
関
へ

搬
送
す
る
あ
い
だ
に
、
救
急
隊
員
（
救
急
救
命
士
）
が
医

療
行
為
を
実
施
す
る
場
合
、
医
師
が
必
要
な
処
置
を
電
話

や
無
線
を
介
し
て
指
示
あ
る
い
は
指
導
し
て
、
そ
れ
ら
の

医
療
行
為
の
質
を
保
証
す
る
こ
と
。

執筆

長岡 敏信
下関市中央消防署

消防士拝命：
平成6年4月1日（40歳）
趣味：登山、旅行

高速道路に沿って走行する市道上で発生。
傷病者の状況及び接触時の状況。

車を停車するはずもないような場所で傷病者
が横たわっており、傷病者に接触すると、不穏
ともとれるような痛がりかたでのたうちまわっ
ており、明らかなショック症状を呈していた。

救急車内に収容し、詳細なバイタルサインの測定及び心電図モニターを開始する。

現場を出発し、末梢静脈路確保の準
備ができ、穿刺を実施するために機関
員に徐行を指示した場所は不運にも
振動の大きなトンネルに差しかかる辺
りであった。しかし、このトンネルは長
いためトンネル内での穿刺を試みる。

揺れる車内で末梢静
脈路確保実施するた
め、自分、隊員、傷病
者の安全に留意して
実施した。

再
現
訓
練

穿刺時は、最も針
刺し事故の危険性
があるため慎重に
実施した。

今回のような病
態鑑別の難しい
症例等は、署内
で再現シミュレ
ーション訓練を
行い、活動の検
証を行う。

出場していない隊
員でも同じ症例を
シミュレーション訓
練をし、情報の共
有と活動に対する
フィードバックを行
い今後の活動に活
かしている。

図1：救急車内で記録した心電図
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